
小豆「カムイダイナゴン」の播種時期及び
　　栽植密度が収量・品質に及ぽす影響

1．試験のねらい

　　現在、県内では「丹波大納言」が栽培されており、大粒で粒色が良く高価格で取引される反面、

　徒長しやすく機械収穫が困難（草型・成熟不均一等による）である。

　　一方、「カムイダイナゴン」は本県で栽培すると大粒で徒長しにくく、成熟が均一で機械収穫が

　可能であるが、種皮色が暗いため商晶価値が低くなる。カムイダイナゴンの種皮色の向上と大粒・

　低コスト多収栽培の可能性にっいて検討した。

2．試験方法

　　本場転換畑初年目圃場において「カムイダイナゴン」を供試して、平成3年は播種時期と種皮色一

　にっいて、平成4年は播種時期と栽植密度及び開花期追肥について、平成5年は晩播密植における

適正栽植様式にっいて、それぞれ検討した。施肥量（kg／a）は窒素0．2，燐酸0．8，加里0．8と

　し、中耕・培土は畦間60㎝区有・畦聞30㎝区無で試験を実施した。

3．試験の結果及び考察

（1）4月末～7月末まで播種時期幸ずらして検討したところ、播種時期が遅くなるほど種皮色は鮮

　　やかさ・赤味等が増加し、「丹波大納言」に近づき7月末播種では△E＊（色の違いの程度）及

　　びC＊（鮮やかさの程度）は同程度までに向上した（表1）。

（2）播種時期が早いほど爽の熟ムラが大きく、7月末播種ではほぼ斉一に熟した。8月中旬播種は

　　成熟期に到らず、7月末播種もやや淡緑色を帯びることがあるので播種晩限は7月末と考えらえ．

　　た。

（3）粗子実重は播種時期に関係なく栽植雫度が戸いほど多くなり、百粒重は播種時期が遅いほど顕

　　著に大粒化した。整子実重は7月中旬～下旬の遅めに播種することによって多くなった（表2）。

（4）7月中旬～下旬播種で栽植様式を畦幅60㎝で株間5㎝の1本立て、畦幅30cm（無中耕・無培

　　土）で株間20㎝の1本立て、とすることによって7月中旬播種の「丹波大納言」に比べ粒径6．4㎜

　　以上の整子実重が1～2割多く得られた（図1）。

4．結果の要約

　　小豆「カムイダイナゴン」の種皮色は播種時期が遅いほど鮮やかさ・赤味が増加し「丹波大納言」

に近づく。7月中旬～下旬の邊めに播種し、栽植密度を睡間60cm森間5cm程度に高めることによっ

て粒が大粒化し整子実重は最も多くなる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当者作物部湯沢正明）
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表1 播種棚が種皮色に及ぼ （1991　）
区 ムL竈　　　ムa竈　　ムb竈　　△E“ C’　　∠H
4／23　　　　　　　－3．8　　　　－10．2　　　－5，5　　　12．2・　13，2　　　29．7

5／07　　　－4．O　－9．1　－5，6　11，5　14，1　27．3
5／22　　－4．8　－9．1　－6，2　12，0　13，9　25．3
6／05　　－4．1　－7．3　－5．2　9，8　16，0　25．8
6／19　　　　　　　－4．2　　　－　7，8　　－5，6　　　10，5　　　15，3　　25．1

7／02　　　　　　　－3．8　　　　－　6．8　　　－5．1　　　9，4　　　16，4　　　25．3

7／18　　　－1．3　－5．9　－3．3　6，9　18，0　29．2』
7／30　　　　　　　　1．3．　　一　4．9　　　－0．5　　　　5．1　　．20，3　　　34．8

京都大納言　　1．2　－3．9　’一1．1　4，2　20，9　31．9
黒磯在来　　　2．7　　－3．3　　0．5　4，3　22，3　34．4
壬生大納言　　1．6　　－3．4　一一〇．8　3，8　21，5　31，7

　　　　　28，1　　21，612．1　0，0　24，8　29．2
注1’ムドムa“ム1ゴムエザは丹波’　言（基雌）との堂・
注2区外：嬬肩酬／ll1又は品櫛箏（7月10口推櫛）
表2　番　　・’…　　追肥が生　　量に　ほ　多　（1’992・）

区’名

　播07／01
〈　種07／ユ5
　期　07／29

　成熟　主茎　三ヒ；分枝　茎太　爽数　粗子　整子　粗百　．’百　大粒率
　期　　長　　節数　数　　　　　合計　実重　実重　粒重　粒重　〉6．1㎜

旦∠」幽」㎏LL二9箭上％09／14仙．513，5　1．57．2439325．’04，215．118．116
10／0544，312．7　2．7　6．4527526．82五．320，322．1　79
10／2822．7　9．7　1．9　5．6820424，922，323，724．5　90

　株
I3

　間

20cm
15cm

10c㎜

10／06　　35，8　　12．4　　　2．2

10／0635，412．0　2．1
10／0637．一411．6　1．8

6．86　　249　　20　3　　12　2　　19，1　　20．9　　　60

6．46　　273　　26，4　　15，8　　20，0　　21．6　　　61

6．16　　350　　29，9　　19，7　　20，0　　22．1　　64

　　追O10／0537，011．91．9－6．5528925，415，819，721，763・
　C’肥0．5　10／0535，512．02．06．3528525，316．O19－321，361
　　最1．0　10／063（1，112．0　2．2’Ω．4629825，915，920，121－6　6五

　FA　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　　＊＊＊＊＊＊
　検B　　　　　＊　＊　＊＊＊＊＊　＊　　＊’
　定　C　　　　　　　　　　　　　＋

注存滅め雛㌫偽煽！灘腰．蹴鞭貯榊蛆ら絆蟻吾
60㎝、；’追肥は開花期・窒素成分㎏／a。
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図1　粗粒重・整粒重（粒径卵㎞以上）と百泣重（1993年）
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